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研究成果の概要（和文）：本研究は，多肢選択式のテストについて，問題の形式に着目してその問題が測定して
いる能力を実証的に明らかにすることを目的とする。
これまでに実施した、問題の解答プロセスを記述させる調査やアンケート調査のデータを分析した。その結果、
グラフや表などを用いた問題では，知識を問う問題に比べて「自分なりに考えて判断した」と回答する受験生が
多かった。また，知識を問う問題であっても推論を働かせる場合があること、解答プロセスには何種類かのパタ
ーンがあることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to empirically clarify the ability that multiple-choice test
 items measure by focusing on the item patterns.
I analyzed the data of the surveys that have been conducted so far. As a result, in the items using 
graphs or tables, more examinees answered that they "thought and decided on their own" compared to 
the items that asked for knowledge. It was also shown that inferences were used even for items that 
asked for knowledge and that there are several patterns in the answering process.

研究分野：教育測定
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、問題の解答プロセスを記述させる調査やアンケート調査を実施し、知識を問う問題であっても推論
を働かせる場合があることなどを明らかにした。多肢選択式のテストは、教育現場でも多く用いられている形式
である。本研究の成果は、問題とその問題が測定している能力との関係を明らかにすることに役立ち、問題項目
の品質の向上やテストの妥当性の向上につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) テストは、学習者の理解を深めたり、受験者の成績を評価したりするために、教育現場の様々
な場面で用いられている。テストの中でも大規模なテストの多くは客観テスト（Objective test）
である。客観テストとは、採点基準が客観的に決まっているテストのことであり、採点ミスが生
じにくい、採点が短時間で可能である等の利点がある。しかし、客観テストが高次の能力を測定
できるか否か、また、どのような能力が測定できるのかについて、定まった見解は見られない。
このように客観テストを構成する問題項目は教育をはじめ多くの現場で用いられており、研究
も重ねられているものの、高次の能力を測定する観点からは課題が多く残されている状況であ
った。 
 
(2) CBTの普及が進む中で、従来の択一式とは異なるコンピュータでの出題に適した形式の問題
の出題が増えることが考えられる。しかし、そのような形式の問題は、問題の作成技法や採点方
法についての研究が不十分であり、何らかの指針が必要な状況であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 高次の能力に焦点を当て、問題項目が測定する能力を実証的に示す。受験生が解答時に実際
に用いている能力は、解答用紙を見ても分からない。そこで、本研究では受験者の解答プロセス
を分析し、問題項目が測定する能力を実証的に示すことを目的とする。 
 
(2) 択一式とは異なる問題形式では部分点を与えることが可能である。そこで、部分点を与える
採点方法について検討し、整理する。 
 
(3) 問題形式・問題パターンと測定する能力との関係を分析し、整理する。本研究で得られた知
見をまとめ、様々な問題形式について、測定する能力、作題・採点方法等に関する総合的な指針
を示す。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 高次の能力を測定する問題項目についての調査・分析 
 次の①～③の手順で、問題の収集、調査、分析・整理を繰り返し行う。 
 ①問題項目とその評価を元に、高次の能力を測定すると評価される「良問」を収集し、問題パ
ターンとの関係を分析する。 
 ②収集された問題項目を用いて調査を行う。調査参加者としては大学生を予定している。調査
参加者に解答プロセスを尋ね、各問題項目が測定している能力を実証的に明らかにする。 
 ③ ②の結果を用いて、問題パターンと測定している能力との関係を分析し、整理する。 
 
(2) 客観テストにおいて部分点を与えるための採点方法の研究 
 複数選択式や並べ替え形式などの択一式とは異なる出題形式において、部分点を与える場合の
採点方法について検討を行う。まず、文献調査を進め、提案されている採点方法の特徴を整理す
る。続いて、（1）の研究を通じて、対象となる問題の収集及び調査を実施し、採点方法と採点結
果との関連を分析し、出題形式と採点方法との関係を整理する。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 平成 29年に実施した実際の解答プロセスを記述させる調査で収集した解答データのうち、
知識を問う問題と思考力問題の 2問に対するデータを中心に分析を進めた。その結果、①いわゆ
る知識問題であっても、知識だけでなく、推論を働かせる場合もあること、②思考力問題では、
解答過程は一つに限られず、問題文の内容を元に考えたり、グラフを読み取って推論を重ねるな
ど何種類かのパターンがあることが示された。 
 
(2) 平成 30年度大学入試センター試験モニター調査で得られたアンケート調査のデータの分析
を行った。グラフや表などの問題では、知識問題に比べて「自分なりに考えて判断した」と回答
する受験生が多いことが示され、この結果を国内の学会で発表した。 
 



(3) 平成 31年度大学入試センター試験モニター調査では、センター試験の過去問の一部を用い
て記述式を含む問題を作成し、問題に関する資料(教科書の記述)の有無によって解答に違いが
あるかどうかをみることを目的とした調査を実施し、記述式の問題についての採点作業を進め
た。 
 
(4) 正答選択肢が複数あるが、その数が明示されていない複数選択問題の採点方法について、選
択肢の数や正答数などについて様々な場合の得点をシミュレーションを用いて示した。その成
果を国外の学会で発表した。 
 
(5) 多肢選択式問題の採点方法に関連する事項として設問解答率分析図に着目した。設問解答
率分析図とは、その問題を含むテストの総得点に基づいて受験者を数個の群に分け、その群ごと
の選択肢の選択率を折れ線でつないだグラフである。設問解答率分析図は古典的テスト理論に
基づくグラフであり、項目反応理論で用いられる項目特性曲線と直接比較できるものではない
が、項目特性曲線と同様の解釈をできるようにするために、設問解答率分析図の横軸の座標を調
整する方法を新たに提案し、学会で発表した。 
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